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このマニュアルは薬局での使用を想定しています。
医療機関またはその他の医療職の方などがシックデイカードを使
用される場合でも、ご一読ください。
あくまで使用例ですので、各施設の治療方針・基準に沿ってご活
用ください。



シックデイカード作成の経緯・目的
シックデイカード作成の経緯
現在、シックデイに関するパンフレットなどの資材は存在するが患者さんが携

帯して必要時に確認できるものは少なく、患者個別に対応した内容となっている
ものは乏しいです。また、シックデイの対応の原則として「シックデイのときに
は主治医に連絡し指示を受けるようにする」とされていますが、主治医に連絡が
とれない状況も考えられるため、普段からシックデイ時の対応指示を受けておく
必要があります。しかし、患者さんが対応指示を受けていても、それを理解し
シックデイ時に実践できるとは限りません。
そこで、患者さん指導・主治医との連携のツールとなり、シックデイ時に患者

さん自身で基本的な対応、服用量の調節を可能とするためのシックデイカードを
作成しました。

シックデイカードの目的
シックデイカードは糖尿病連携手帳やお薬手帳に挟んで携帯でき、患者さんが

体調を崩した時にそれを見ることで、シックデイ時の服用量の調節を含めた対応
が分かる内容となっています。シックデイカードを用いることで、薬剤師による
糖尿病薬の適正使用のための継続指導が行えること、患者さんだけでなく家族・
医師・薬剤師・看護師・介護スタッフなど患者さんに関わる医療・介護職がシッ
クデイカードを通じて共通認識を持ち、シックデイで困る患者さんや医療者が減
ることを期待しています。



①シックデイとは？
シックデイは血糖値が大きく乱れやすいこと、食事量が減っている場合に通常通りに糖尿病
薬を使用することで低血糖を起こすことがあることを理解してもらってください。

②こんな時は主治医に連絡
医療機関へ連絡または受診すべき項目を挙げています。

③シックデイ時の食事量による薬の調節
診察時に主治医に確認するよう説明してください。糖尿病薬以外の他の薬剤も記入できます。
水分摂取不良時に降圧薬の投与調節が必要となることもあること、急性腎障害(AKI)の予防の
ために活性型ビタミンD3製剤を中止する場合があるためです。

④シックデイ時の基本的な対応
シックデイ時の対応について普段から主治医に確認しておくようにして下さい。「シックデ
イ時の基本的な対応」は体調を崩した時に、たとえ軽い症状であったとしても心がけておき
たい対応です。「こんな時は主治医に連絡」に当てはまる症状がある際はすぐに受診をする
ように、また不安な時は主治医または、かかりつけ薬剤師に連絡するよう説明して下さい。

シックデイカードの内容



シックデイカードの内容
シックデイ対応の基本を
理解してもらいます

シックデイとは何かの説明です。
高血糖の原因となること、食事量が
減っている時に通常どおり糖尿病薬を
服用し、低血糖を起こす可能性がある
ことを理解してもらいます。



シックデイカードの内容
受診を考慮する項目を理解しても
らいます。

★薬剤名を薬剤師が記載しておき、薬の調節量
を医師に記載してもらってください。
★医師から記載がない場合、一般的な調節法と
して薬剤師が記載し、医師に確認をしてもらう
ようにして下さい。



シックデイカード使用するにあたって
「糖尿病薬適正使用のためのシックデイルール指導のてびき」を参照するなどし
て、シックデイ時の対応についてよく理解しておいて下さい。

医師との連携が必要なので「シックデイで困る人を減らしたい」という目的を共
有しておきたいものです。
◆可能であれば医療機関とシックデイカードを患者に配布することを事前に協議
しておくと、連携がスムーズです

医師との連携が必要となるため、医師に事前にカードの存在と取り組みを相
談しておきましょう

◆シックデイについての医師の見解を把握しておくとよいでしょう
糖尿病薬の調節、受診の目安など

◆運用方法については医療機関との関係性や医師の見解等も考慮して使用して下
さい
主治医が糖尿病専門医でない場合などでは「糖尿病薬適正使用のためのシッ
クデイルール指導のてびき」表1を渡しておき、参考にしていただく方法もあ
ります。
医師から、薬剤師が糖尿病薬の調節を記載するよう求められた場合、「糖尿
病薬適正使用のためのシックデイルール指導のてびき」表1を参考に記入し、
一般的な対応として説明することを確認してください。

https://jpds.or.jp/?p=3087


シックデイカード使用するにあたって

で切って使用するとお薬手帳の
ページからはみ出さずに挟めます。

シックデイカードは半分に折り、お薬手帳などの見やすいページに輪ゴムで止めるなどして
使用して下さい。(例:説明した日など)
ダウンロード時のシックデイカードは両面印刷タイプはA5サイズ、四つ折りタイプはA4サ
イズです。
どちらのタイプもA６サイズのお薬手帳では見開きの状態で同じ大きさ(A5サイズ)になるの
で、そのまま半分に折りお薬手帳にはさむと手帳からはみ出てしまいます。
点線で切ってからはさむことでお薬手帳のページの中に納める事が出来ます。

(両面印刷タイプ)

(四つ折りタイプ)



シックデイカード使用するにあたって
【両面印刷タイプ】

表 裏

①山折り

②周囲の点線を
ハサミなどで切る

【A4四つ折りタイプ】

①山折り

②山折り
輪ゴムでお薬手帳や糖尿病連携
手帳にとめてください

③周囲の
点線をハ
サミなど
で切る



シックデイカード使用方法
【投薬時】

• 糖尿病薬が処方されている患者さんを対象とします。
• シックデイカードを使用して説明し、糖尿病連携手帳かお薬手帳に輪ゴムで止める。（挟
む場所は患者さんや家族が分かりやすい場所を基本とします。）体調を崩した時に、この
シックデイカードを見て対応を確認するよう説明します。

※糖尿病連携手帳とお薬手帳のどちらを利用するかは、患者さん・家族や医療機関の使用状
況を考慮しシックデイカードを紛失せず携帯できる、医師・薬剤師・介護スタッフ等に提示
できる点で選択してください。(電子お薬手帳利用の場合は糖尿病連携手帳を利用するなど)
• 【シックデイ時の食事量による薬の調節】の〔くすりの名前〕欄と〔１日量〕欄に、薬剤
名と１日量を薬剤師が記入する。

• 〔薬の調節〕欄は次回主治医に記載してもらうよう患者さんに説明します。

(両面印刷タイプ)

原則、医師に
記載してもらう



シックデイカード使用方法
【投薬後】

• シックデイカードを利用して説明を行ったこと、シックデイ時の薬の調節指示を記載して
いただきたいこと等の内容の服薬情報提供書（トレーシングレポート）を医師へ提出する
と、更に有効に利用できると考えます。

• 必要に応じ電話等で服薬期間中の患者フォローを行い、医師へ報告して下さい。

【次回来局時】
• 医師から薬の調節指示が記載されているかを確認します。

 調節指示が記載されている場合
⇒薬剤服用歴に調節指示を転記する。

 調節指示が記載されていない場合
A) 診察時にシックデイカードを提示していない場合

⇒次回記載してもらうよう促す。
B) 診察時にシックデイカードを提示したが、調節指示が記載されていない場合

⇒一般的な減量の説明として、「糖尿病薬適正使用のためのシックデイルール
指導のてびき」表1を参考に薬剤師が記載し、次回必ず主治医に確認してもら
うよう患者さんに説明する。その際は、医師が訂正できるよう鉛筆やシャープ
ペンシルなどで記載する。

薬の調節指示は医師が行うのが前提であるため、一般的な減量の説明をした場合
は、その内容を服薬情報提供書などで医師へ報告しましょう。

https://jpds.or.jp/?p=3087
https://jpds.or.jp/?p=3087


シックデイカード使用方法の例
【対象】糖尿病薬が処方されている患者さん

シックデイカードを使用して
シックデイについて理解して
いただく。

①シックデイカードの
内容説明

具合が悪くなった時は、輪ゴムで止
めているカードを確認するよう説明
する。

②糖尿病連携手帳やお薬手
帳などに輪ゴムで止める

［くすりの名前］・［１日量］欄に薬剤
名・１日量を薬剤師が記載する。
薬の調節量を次回医師に記載していただ
くように患者に説明する。

③シックデイ時の食事量による
薬の調節欄の記入

次回に提示するように促す

診察時にシックデイカードを
提示していない場合

薬剤服用歴に調節指示を転記する

調節指示が記載されている場合

「糖尿病薬適正使用のためのシックデイルール指導
のてびき」を参考に記載し、医師に確認してもらう
よう患者に説明する。
※医師が訂正できるよう、鉛筆やシャープペンシル
などで記載しておくとよいでしょう。

診察時にシックデイカードを
提示したが調節指示の記載がない場合

【次回来局時】
情報提供
書などで
医師に
報告

• シックデイ
カードを利用
して説明を
行ったこと

• シックデイ時
の薬の調節指
示を記載して
いただきたい
こと

継続フォロー

情報提供書などで
医師に報告

・新しい糖尿病連携手
帳やお薬手帳を使用す
る場合はシックデイ
カードも移し替えて下
さい。
・処方薬の変更があれ
ば調節量の確認を行う
ようにして下さい。
・インスリン、GLP-1
注射剤の調節を医師か
ら記載していただいて
も構いません。
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